
ひかりが丘住宅線・
生駒ニュータウン線
三者協議
第６回

令和５年11月16日（木）午後６時４０分～
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今日の予定

1. 前回の三者協議の振り返り

2.この間の取り組みやバスの利用状
況について

3.各グループ（ポスター／サポーター
制度）の取り組み状況と意見交換

4.今後について
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前回の三者協議の振り返り
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この間の取り組みや
バスの利用状況について
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この間の
取り組み

市資料
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バスの利用
状況
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ひかりが丘住宅線・生駒ニュータウン線の１便あたり利用者数（平日）
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 イベント実施時は利用者数が増加



各グループ（ポスター／
サポーター制度）の取り組
み状況と意見交換
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ポスター
グループに
ついて
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「バスにのろう！ポスターコンクール」

【概要】

 バス利用を促進するために、市内全域の小学生・中学生を
対象にポスターコンクールを開催する

 冬休みの自主課題とし、応募された作品の展示および表
彰式を実施する（奈良交通さんのグッズを賞品に）

【目的】

 公共交通の現状を、コンクールを通じて広く周知する

【スケジュール】

 11月に学校に企画内容の説明

 冬休みの自主課題として募集、1月9日に締め切り

 1月中に部会メンバーで審査

 2月に市内で展示、3月に表彰式を行う



サポーター
グループについて
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事例
３

佐野市
市営バスを支えるサポーター制度の事例

事例
２

えちぜん
鉄道

交通事業と連携した住民（サポーター）
団体の活動事例

事例
１

高知県

事業者・住民（サポーター）による
サポーター制度の運営の事例
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事例１:土佐くろしお鉄道・高知西
南交通バスサポーターズクラブ
⚫ 高知県の土佐くろしお鉄道中村・宿毛線と高知西南交通バスでは
路線継続のため、「土佐くろしお鉄道・高知西南交通バスサポー
ターズクラブ」を運営し、列車・バスの乗り方教室や沿線イベントの
PR出典等の経費として活用している。

公共交通を支える
様々な活動を通し
て公共交通を地域
で支えていく意識
の醸成と利用の促
進に寄与すること
を目的とする。

【規約】目的
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事例１:土佐くろしお鉄道・高知西
南交通バスサポーターズクラブ
⚫ サポーターズクラブの特典として、会員証を提示すると特典が受
けられるサービスを展開している。（加盟店は30店舗）
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事例１:土佐くろしお鉄道・高知西
南交通バスサポーターズクラブ

【年会費】
1,000円

【会員特典】
①オリジナル会員証の発行
②中村・宿毛線と高知西南交通路線バスを利用できる「1,000円分
の回数券」プレゼント
③加盟協力店施設のでの特典利用
④会報誌の発行
⑤沿線風景などの絵葉書プレゼント

【加盟店特典】
チラシに無料広告を掲載
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• 土佐くろしお鉄道と高知西南交通バスの支援
（自ら利用する。さらに利用を呼び掛ける。）

• サポーターズクラブの運営、イベントの企画
• サポーターズクラブ会員拡大への貢献活動

事例１:土佐くろしお鉄道・高知西
南交通バスサポーターズクラブ

住民の
取り組み

（１）交通事業者の支援及び利用促進活動
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事例１:土佐くろしお鉄道・高知西
南交通バスサポーターズクラブ

・サポータークラブの応募受付窓口を担当

行政の
取り組み

（１）会員の受付業務

事業者の
取り組み

（２）会員への情報発信

（３）会員からの提案等のとりまとめと調整

・サポーターズクラブ通信の発行

・住民（サポーター）と連携したサポーターズ
クラブの運営・活動
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事例２：
えちてつサポーターズクラブ

⚫ 福井市えちぜん鉄道では路線継続のため、「えちてつサポーターズ
クラブ」を発足している。

【年会費】
個人会員および個人ゴールド会員：1,000円
ファミリー会員およびファミリーゴールド会員：500円
※ゴールド会員は65歳以上が対象
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事例２：
えちてつサポーターズクラブ
⚫ 福井市えちぜん鉄道では路線継続のため、「えちてつサポーターズ
クラブ」を発足している。

【特典】
・乗車券の割引
・一日フリー切符の割引
・乗車ごとにポイント進呈、
ポイントによる景品交換
・加盟店での割引サービス
・会報誌による情報提供
・オリジナルツアーの参加
割引

サポーターズクラブ会報誌
割引対象店舗等を掲載



事例２：
えちてつサポーターズクラブ

・サポーターは複数の「団体」に
分かれ、サポーターズ事務局と
して利用促進活動を行う。

➡運転体験、ツアー、企画電車、
ボランティア清掃など

住民の
取り組み



事例２：
えちてつサポーターズクラブ

・事業者は事務局として会員証・会報誌・会員
募集に係る広報資料の作成を行う。
・各サポーター団体と連携した利用促進活動
を行う。

事業者の
取り組み

サポート団体連絡会 えちてつサポーターズ事務局

各団体への配分金
（800円）の使途

事務費（200円）
の使途

勝山市電車利用促進会議 郵便代（会員証、
会報誌、DM）
印刷代（会報誌、
募集チラシ）
個人会員への還元
（ツアー補助）
駅清掃などのボラ
ンティア

会員証作成
会報誌作成
会員募集チラシ作成
郵便代（沿線以外）
ツアーの開催
その他

永平寺町えちぜん鉄道サポート会

三国えちぜん鉄道利用促進会

春江えちぜん鉄道サポート会

坂井町えちぜん鉄道サポート会

あわら市えちぜん鉄道サポートの会
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事例３：佐野市バス・エコ・
サポーターズクラブ

⚫ 栃木県佐野市では市営バスの活性化のため、バス・エコサポーターズ
を発足し、会員費を集めることで存続のための費用を賄っている。

【年会費の内訳】
個人会員 ：5,000円
学生個人会員 ：4,000円
法人会員 ：一口 10,000円

【会員特典】
・個人会員：土日祝日は市営バスが乗り放題、平日は乗り継ぎが無料

市内施設の割引
・法人会員：市営バス車内にポスターを３か月無料で掲載

回数券を配布（11枚）
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事例３：佐野市バス・エコ・
サポーターズクラブ

【地域との連携施策】
・市営バス沿線の施設等と連携し
施設利用や商品購入時に割引等
の特典を設定

【サポーター会員】
・H23年時点で法人会員17社、
個人会員55名を達成



22

事例３：佐野市バス・エコ・
サポーターズクラブ

住民の
取り組み

行政の
取り組み

• サポーターとして会員費を支払い、支援
を行う

• 会費をバスの利用促進に関する事業に
充て適正に管理運用する

• サポータクラブにおける企画提案・開催
（夏休みこどもパスポート等）を行う



今後について
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今後に
ついて

次回は２月～３月に実施予定です。

（今年度の取組、成果、今後のスケジュー
ルについて）
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